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日本歴史の扉を開いた遺跡を語る 第３回 

   東京都 弥生町遺跡 

 

まほろん館長 石川 日出志 

 

【導入】 現在の東京大学の裏手にある弥生町向ヶ岡貝塚で，1884（明治 17）年に１個の壺が

見つかります。その９年後，別の遺跡で見つかった 3 個の壺がきっかけで，それが通常の貝

塚から見つかる土器（現在の縄文土器）と異なる特徴があると気づいて，弥生式土器と命名

されました。これが出発点となって，やがて縄文時代と古墳時代の間をつなぐ独自の時代の

指標だとわかって弥生時代という時代名称が起こり，一般化します。 

  ところが，最初の発見者が 1923 年に学会回顧談を講演した際に，この壺を見つけた弥生

町向ヶ岡貝塚の場所が分からないと明言したために，発見地点論争が始まります。 

明治期後半に始まる弥生式土器研究の初期の様子や，地点論争の結末，そして近年の調査

で，一帯が弥生時代後期の環濠集落であると判明したことなどを紹介します。 

 

１． 弥生町向ヶ岡貝塚から１個の壺が見つかる 

（１）1884 年 3 月 2 日，有坂鉊蔵らが弥生町向ケ岡貝塚で１個の壺発見 【１】 

   これが「弥生式土器」名称発足のきっかけだが，最初の資料報告（坪井正五郎 1889）では

「石器時代」の土器とするだけで，弥生式という認識はなかった．【２-上】 

（２）「弥生式土器」の初出は 1896 年 【３】 

   蒔田まいだ鎗次郎が自邸（現駒込一丁目）で土器群を掘り出して報告した論文（蒔田 1896）で

「弥生式土器」と記す．東大人類学教室諸氏が考案した用語として引用．  

（３）弥生式土器」名称は，1893 年に北区西ヶ原農事試験場発見の 3個の壺がきっかけ【４】 

   二人（八木奘三郎 1898・大野雲外 1902）の証言がある．長年その壺 3個が所在不明だった

が，2021 年に確かな証拠がみつかり，「再発見」できた（石川 2019）【４-下】 

    

２．「弥生式土器」研究の歩み 

（１）優れた蒔田鎗次郎の弥生式土器研究（1896～1906 年） 

  ①．蒔田は，自邸で発見した土器群がきっかけで弥生式土器研究にはまり，文京区・豊島

区・北区・新宿区・板橋区界隈の遺跡を探索（蒔田 1896・1897）．【５】     

    特に「田端村道灌山」の遺跡（現在の田端西台通遺跡）＝豊島線（現山手線）建設工事の際

に単独で調査・研究（蒔田 1897・1898・1902b・1902c）．【６・７】   

  ②．弥生式土器は実用の土器で，石器時代と古墳時代の土器の中間的特徴をもつと指摘． 

    ＊弥生式土器に２レベルを認識（蒔田 1896・1897・1904）：  

a).石器時代と古墳時代の中間の土器【８-上】＝現在の弥生土器． 

→  この認識がその後の弥生式土器研究の道をつくる！ 

b).文京区界隈の各所で発見される同種の土器群＝現在の弥生町式土器（弥生後期）． 
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 →  この点は 1930 年代になってようやく議論されるようになる． 

  ➂．科学的態度を貫いた研究姿勢ながら，誰も継承しえなかった．  

 東大人類学教室の大野雲外（延太郎）が繰り返し批判（大野 1902a・b：神祭り用の土器説）す

るも，調査事実（煤付着・底部擦れ・貝殻共伴）をもって実用品と反論． 

＊蒔田の研究が優れる点 

・蒔田 1896： 自邸で 3月発掘、5 月論文刊行．短期間の研究の躍進は驚嘆すべき！ 

土器の出土位置と向きを記録．竪穴内での土器群の共伴を認識．土器を詳細計測

（縄目の細かさも）．竪穴を住居と判断【８-上】．図を写真の技法で描く. 

  → 竪穴内の土器の位置関係が復元できる【８-中】 

・蒔田 1902b・c： 貝殻との共伴，煮沸痕・底部の擦れから実用品と判断． 

・蒔田 1904： 縄文／弥生／古墳土器を形態分類して比較【８-下】 

・蒔田 1902a： 縄文土器に朱塗ありと判別． 

（２）各地で縄文土器よりも上層から発見される 【９】 

  ①．1906 年，八木奘三郎・N.G.Munroによる南加瀬貝塚（川崎市）の発掘（八木 1906）． 

    縄文土器を伴う厚い貝塚の上にある土層の中に，弥生土器を伴う貝層を確認． 

  ②．京都大学の濱田耕作が 1917 年に大阪府国府遺跡（現藤井寺市：濱田 1918），鹿児島県指宿

遺跡（現橋牟礼川遺跡：濱田 1921）でも，縄文土器の土層の上層から弥生式土器などを確認． 

➂．1918 年，長谷部言人らが大境洞窟（富山県氷見市）で落盤層を挟む上・下層（下層＝縄文土

器，上層＝弥生式土器）で確認（長谷部 1918）．  

  → これらの事実から，次第に縄文土器と弥生式土器が時代の違いと認識されるように． 

（３）弥生式土器の担い手は？ 

  ①．蒔田鎗次郎 1896・1898： 石器時代土器→弥生式土器→古墳土器＝中間の土器．石器と鉄

器のどちらを伴うのかと問題提起． 

 → 八木奘三郎 1906・N.G.Munro1911＝中間土器 intermediate pottery 

  ②．青銅器が伴う： 福岡県（鹿部遺跡）の甕棺から銅剣発見（八木 1900）． 

  ⓷．石器が伴う： 愛知県（高蔵貝塚：鍵谷 1908）で石器が伴うと判明． 【10-右上】 

  ④．「金石併用時代」論（中山平次郎 1917）： 石器を伴う石器時代と金属器をもつ古墳時代が

併行する時代と主張．しかし，金石併用時代とは，利器ではなく，装身具などに純銅が

用いられる石器時代末を指すと批判される（濱田耕作 1917）． 

  ⑤．大陸からの移住者説（鳥居龍蔵 1917）： 片刃石斧など弥生式土器に特徴的に伴う石器群が

大陸に類例があることから大陸から移住して来た人々固有日本人と主張．【10】 

京大の濱田耕作（濱田 1930）や小林行雄（小林 1938）に継承されて定説化した． 

  ⑥．稲作農耕民で縄文時代からの文化変容（山内清男 1932-33）： 人間集団の交替ではなく，

縄文からの文化変容．弥生時代＝1).大陸との交渉の顕在化．2).食料生産（稲作）の開始．

3).縄文系・大陸系・弥生独自の 3要素からなる．4).縄文式以後，日本列島に北・中・南

の三つの文化変遷がある． 

  ⑦．1937 年，奈良県唐古遺跡の発掘調査で稲作農耕社会であるこが確定（末永ほか 1943）： 

弥生土器を伴って炭化米・穂摘み具（石庖丁）・木製農耕具が出土．【11】 
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  → 現在は⑥を基本として⑤を組み合わせる意見が多い．縄文系と大陸系のいずれを重視す

るかは研究者間で差異がある． 

 

３．「向ヶ岡貝塚」はどこか？ 

（１）有坂鉊蔵の懐古談（1923 年）の不思議： 「正確な位置は解りません」 【２】 

   → 有坂は造兵学の専門家（海軍省：造兵中将など）となったが，卒業後も東京大学と密

に関わり，1902-25 年は東京大学教授を兼務．思い出の地点を忘れる訳がない！ 

（２）向ケ岡貝塚はどこか？  

  ①．諸説が乱立して地点論争に（斎藤 1963・太田 1986）．【１】 

  ②．1975 年東京大学発掘地点（東大 1979）【12】： 弥生時代後期の溝・貝塚・土器検出．国

史跡申請するも「向ケ岡貝塚」名称は採用されず，「弥生二丁目遺跡」で指定． 

しかし，この地点は向ケ岡貝塚ではありえない！ 

    → 坪井報告（坪井 1889）の挿図「向ケ岡貝塚ヨリ上野公園ヲ望ㇺ景」が決定的． 

人物の後方の高まりは江戸時代の水戸藩邸北端の築山の名残で特定できる．坪井報文の冒頭に、挿

図は石版刷で左右逆であることに留意せよというが、この絵を反転して東大調査地点からこの高ま

りを見るとその奥に見えるのは北の千駄木方面であり，上野公園は方向違い． 

  ③．地震学の開祖・田中館愛橘が 1892 年に坪井図地点の木造洋館（元お雇い外国人が居

住）に転居（中村 1943）． 

    → 私は，有坂が地点をぼかした理由はこれだと考える．しかし有坂講演の時、愛橘は

すでに（1921 年）雑司が谷に転居していたが． 

  ④．坪井 1989 の一文「将に其跡を失わんとして居る」は，お雇い外国人用洋館が建設中で

あることを示唆する． 

（３）地点論争よ さようなら!  【12・14】 

  ①．篠原和大による東大 1975 年調査地点の新解釈（鮫島 1996）： Ｂ溝のみ弥生時代後期

の溝で，弥生町の台地を巡る環濠をもつ集落遺跡． 

  ②．武田先端知ビル地点と農学部構内で方形周溝墓がみつかり，環濠外は墓域であったと見

てよい． 【13】 

  ③．私は，「向ケ岡貝塚の壺」の発見は田中館愛橘邸宅地点と考える．口頸部を欠くものの

胴部が完存する壺の状態は方形周溝墓に伴った可能性が高いが，確証はない．むしろ，

論争となった諸地点は、環濠の内か外かの違いはああるものの，いずれも一つの集落遺

跡の中である． 【14】 

 

 

【参考文献】 （付図に出典が記してないのは石川 2008 による）

・有坂鉊蔵 1923「日本考古学懐旧談」『人類学雑誌』38-5 

・有坂鉊蔵 1925『象の欠呻』実業之日本社（箱背文字＝ありさか小象『象のあくび』） 

・石川日出志 2008『「弥生時代」の発見 弥生町遺跡』新泉社 

・石川日出志 2019「「弥生式土器」命名の契機となった土器について」『岩宿遺跡と日本の近代考古学』岩宿博物館  

・上野 武 2001「『最初の弥生土器』発見の真相」『古代学研究』153  
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・太田博太郎 1986「弥生町貝塚の位置」 

・大野雲外 1902a「埴瓮土器の種類に就て」『東京人類学会雑誌』190 

・大野雲外 1902b「埴瓮土器に就て」『東京人類学会雑誌』192 

・鍵谷徳三郎 1908「尾張高倉貝塚実査」『考古界』7-2・『東京人類学会雑誌』266（＊二重投稿） 

・小林行雄 1938「弥生式文化」『日本文化史大系』１，誠文堂新光社（小林 2005『小林行雄考古学選集』1，真陽社に

再録） 

・斎藤 忠 1963「弥生式土器の発見」『日本の発掘』東大新書 45，東京大学出版会 

・佐藤達夫 1975「向ケ岡貝塚はどこか」『歴史と人物』46 

・鮫島（篠原）和大 1996「弥生町の壺と環濠集落」『東京大学文学部考古学研究室紀要』14 

・末永雅雄・小林行雄・藤岡謙二郎 1943『大和唐古弥生式遺跡の研究』京都帝国大学文学部考古学研究報告 16 

・田中館申一郎 1973『雲神―田中館愛橘博士―』みちのく社 

・坪井正五郎 1889「帝国大学の隣地に貝塚の跟跡あり」『東洋学芸雑誌』91 

・東京大学文学部考古学研究室（編：渡辺貞幸）1979『向ケ岡貝塚』東京大学文学部 

・鳥居龍蔵 1917「畿内の石器時代に就て」『人類学雑誌』32-9（鳥居 1918『有史以前の日本』磯部甲陽堂に再録） 

・鳥居龍蔵 1925『武蔵野及其有史以前』磯部甲陽堂 

・中村清二 1943『田中館愛橘先生』中央公論社 

・中山平次郎 1917「九州北部に於ける先史原史両時代中間期の遺物に就て」『考古学雑誌』7-10～8-3 

・中山平次郎 1930「近畿縄紋土器、関東弥生式土器、向ケ岡貝塚の土器竝に諸磯式土器に就て（二）」『考古学雑誌』

20-2 

・長谷部言人 1918「大境洞窟の遺跡に就いて」『河北新報』10.8-13（長谷部 1927『先史學研究』大岡山書房 

に再録） 

・濱田耕作 1918「河内国府石器時代遺跡発掘報告」『京都帝国大学文学部考古学研究報告』２ 

・濱田耕作 1921「薩摩國指宿土器包含層調査報告」『京都帝国大学文学部考古学研究報告』６ 

・濱田青陵（耕作）1930『東亜文明の黎明』刀江書院 

・蒔田鎗次郎 1896「弥生式土器（貝塚土器ニ似テ薄手ノモノ）発見ニ付テ」『東京人類学会雑誌』122 

・蒔田鎗次郎 1897「弥生式土器」『東京人類学会雑誌』138 

 ・蒔田鎗次郎 1898「弥生式竪穴より石器の発見」『東京人類学会雑誌』150 

 ・蒔田鎗次郎 1902a「関東平野に於ける石器時代の朱」『東京人類学会雑誌』191 

       ＊「…朱の簡易なる鑑別法を申して置きます．先づ試験せんとする物体を凡そ五六寸程の小硝子管の中心に置

きまして，燈火を以て其部分を熱するのであります．若し水銀朱なれば亜硫酸瓦斯を発して水銀は忽ち熱の為

に気発して両端の冷部に水銀鏡を造ります．若し之が鉄朱でありましたならば，依然として現形を失はず其儘

で居ります．」 

・蒔田鎗次郎 1902b「弥生式土器と共に貝を発見せし事に就て」『東京人類学会雑誌』192 

・蒔田鎗次郎 1902c「大野雲外氏の埴瓮説に就て」『東京人類学会雑誌』196 

・蒔田鎗次郎 1904「埴瓮と弥生式土器の区別」『東京人類学会雑誌』215 

・Munro, N.G. 1911 PREHISTORIC JAPAN．（横浜） 

・宮川和也 2007「蒔田鎗次郎の足跡―「北豊島郡上駒込十三番地」からの出発―」『東京考古』25  

・望月澄男 2011『弥生土器、海軍砲、新技術で近代史を彩った有坂鉊蔵』三樹書房 

・八木奘三郎 1898「馬来形式の新遺物発見」『東京人類学会雑誌』145 

 ・八木奘三郎 1900「九州地方遺跡調査報告」『東京人類学会雑誌』173・175 

・八木奘三郎 1906-07「中間土器（弥生式土器）の貝塚調査報告」『東京人類学会雑誌』248・250・252・256 

 ・山内清男 1932-33「日本遠古之文化」『ドルメン』1-4～9・2-2（山内 1939『日本遠古之文化』補註付・新版） 



二

■

日

―

t* r\r q,t

r‐
・し‐‐‐‐・・

:¨

・口
:1二 :::|:[=::::==―

´
~

景 ム望 ブ 国 公 野 上 リ
ヨ塚 只 岡 ケ 向

坪丼報告にみえる向ケ岡貝塚

L====」
(魚交偏諄1996)

1884年に発見された壺形土器

す。当時の地形に落とした書地点
1883年測量五千分の一地形図は、弥生町の壺発見当時、

一帯がどのような状況であったなをさく教えてくれる。

=「弥生式土器第 1号」出土地とされる5つの地点
1:坪井正五郎・中山平次郎・太田博太郎・今村啓爾地点、2:江坂輝弥
杉原荘介地点、3:斎藤忠地点、4:佐藤達夫地点、5:原祐―地点

″
乙

マンシ

マ生一

0

1恥4年本郷区向ヶ岡弥生町貝壕そ二個の壷が見つかる

______ノ

贅有坂鋼蔵                ,
考古学への関心を深め向ケ岡貝塚で壺を発 i

見したが、造兵学の専門家となり、55歳に:
なってから弥生町の回顧談を語りはじめた。



n
こ

彎 ― 十 九 諄

"●
● ● 悴 ■   196

Ｏ帝
國
大
學
の
隣
地
に
員
塚
の
銀
跡
有
り

大
學
院

坪
井
正
五
郎

上
野
の
公
目
に
博
物
舘
ｔ
大
佛
Ｅ
が
有
る
の
を
見
て
成
外
人
が

，

”

●
‘
【

●
中
■

●
Ｆ

巳

〓

ｏ
日

”
雪

簿

ヒ

申

し

，

し

た

が

大

よ

り

も

掛

比
の
一甚
し
い
の
は
帝
國
大
摩
の
隣
地
に
員
塚
の
属
跡
の
有
る
事
で

む
ぎ
り
ま
す
、
帝
国
大
學
は
法
薔
工
女
理
各
學
料
の
學
者
が
集
合

し
て
國
家
の
須
要
に
お
デ
る
學
衡
接
議
を
教
授
し
及
び
共
露
奥
を

歌
究
す
る
所
、
員
颯
は
石
器
時
代
の
機
民
が
部
落
し
て
麟
へ
ぼ
食

ひ
飽
け
な
寝
ね
確
々
こ
し
て
日
を
途
り
た
る
所
、
斯
く
迄
に
性
質

の
異
つ
た
も
の
が
機
近
し
て
存
す
る
は
青
妙
で
は
こ
ざ
り
ま
せ

ん
か
、
我
■
日
本
人
に
先
立
つ
て
此
日
木
島
に
住
居
し
た
人
民
の

選
跡
が
今
肯
ほ
大
學
の
隣
地
に
存
し
て
居
る
Ｅ
に
賞
に
意
外
ｔ
事

で
は
む
ぎ
り
ま
せ
ん
か
、併
ι
此
古
跡
の
有
る
地
に
杵
別
六
ィ数
所

で
は
無
く
、礎
に
一
筋
の
な
来
を
騒
て
た
る
大
學
の
北
海
、抑
ち
瞥

向
ケ
岡
射
的
場
の
画
の
原
、根
津
に
臨
ん
だ
饉
際
で
む
ざ
り
ま
′
、

工
此
所
に
在
る
吉
物
も
探
く
土
中
に
埋
も
れ
て
見
出
し
悪
い
こ
云

´
様
ｔ
講
で
は
無
く
多
く
地
上
に
散
在
し
て
居
る
の
で
む
ざ
り
ま

す
、
夫
機
に
多
く
の
銀
者
諸
君
中
に
は
此
古
跡
の
豪
見
を
奇
妙
意

外
ｔ
思
は
る
こ
方
が
有
る
か
ヽ
知
れ
な
ゼ
ル
が
私
は
反
つ
て
此
古

跡
に
注
意
す
る
人
の
少
か
つ
た
を
奇
妙
意
外
ｔ
考
ヽ
ユ
ず
、
私
の

友
人
〓
載
が
今
日
迄
ｋ
此
所
に
て
捨
ひ
減
り
又
薔
堀
り
獲
た
物
は

．

（幡
、）

建
同
様
な
石
器
一時
代
の
道
跡
が
擦
山
む
ざ
″
ヨ
ヂ
、
な
器
時
代
の

難
跡
が
澤
山
右
る
中
で
私
が
殊
ふ
向
ケ
団
員
球
を
撰
ル
で
寵
し
た

の
は
帝
國
大
學
に
接
通
し
た
地
に
在
り
乍
ら
大
學
中
の
人
に
す
ら

書
く
知
ら
れ
な
い
か
ら
で
ご
ざ
・り
よ
チ
、
叉
地
均
レ
ι
の
鶯
日
々

人
夫
が
往
末
す
る
の
で
麟
み
に
し
ら
れ
る
事
甚
し
く
膳
に
其
路
を

失
は
ル
８
し
て
居
る
か
ら
で
む
ぎ
り
ま
す
、
思
ふ
ふ
此
文
が
東
洋

學
惑
雑
誌
に
載
つ
て
護
者
露
君
の
日
に
層
れ
る
瞬
に
い
此
員
塚
は

殆
ぜ
知
“
な
い
機
に
威
つ
て
仕
舞
ふ
で
む
ぎ
り
漱
せ
う
、
費
は
記

す
の
も
手
後
れ
で
む
ざ
り
蠍
し
た
、
皆
手
後
れ
な
ら
ば
務
夏
寵
ア

必
要
が
な
ざ
り
逮
す
、

―

ハ
　

ｔ學
　
え人
い

響
4写1榊
tlギ′″

坪井正五郎による弥生町向ケ岡員塚の報文

９
」

次
に
向
ケ
鵬
貝
葉
に
就
い
て
話
し
ま
せ
う
。
向
夕
問
ｔ
云
ふ
場

所
は
大
學
の
慶
円
の
道
を
距
て
た
通
う
の
向
ひ
側
で
根
津
の
行
を

限
Ｔ
に
見
る
丘
で
あ
る
が
今
日
で
は
朝
生
町
の
街
が
建
つ
て
遺
蹟

の
工
確
な
位
置
は
解
ヽ
ま
せ
ん
。
業
頃
蒲
生
町
と
云
ふ
衝
は
無
か

つ
た
。
裏
円
の
節
向
ひ
に
は
陸
軍
の
射
的
場
が
あ
つ
て
業
の
画
北

の
方
に
貝
葉
が
根
津
の
墓
の
高
い
丘
の
上
に
あ
つ
た
。

（
・弩
・）

十
七
年
二
月

一
ョ
に
坪
井
白
井
南
霧
と
知
じ
と
成
つ

た
そ
の
髭
日
、　
一
所
に
つ
れ
〓
つ
て
向
ケ
間
の
貝
塚
に
行
つ
て
見

や
う
で
は
な
い
か
と
云
ム
の
で
行
つ
て
見
た
た
こ
ろ
が
■
時
も
か

な
ら
色
々
な
物
を
掘
ｂ
得
ま
し
た
。
鮨
目
私
は
ふ
と
員
嫁
の
表
面

ｔ，
壼
．の
口
が
員
の
な
か
か
ら
出
て
を
る
の
を
見
出
し
、
こ
れ
を

な
は
裁
き
出
し
て
見
る
と
、
こ
の
壼ヽ
が
（
策
三
団
）
が
出
ま
し
た
。

ゝ
メ
ｏ
ノ

ｒ
ｎ

ヽ

設楽博己2000

(.a*rrxfatr)rr+Lkttl*-t. !:s

有坂鋼蔵の懐古談 (1923年 )「正確な位置は解かりません」
と 1883年 7月 に新坂で採集した土器 (甕の破片)

「弥生土器第 1号」(設楽2000)の実測図3種
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「弥生式土器」の初見論文:蒔田鎗次郎 1896「弥生式土器発見二付テ」『東京人類学会雑言劇122
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掘
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ヽ
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狭
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日
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ラ
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瓶
形
様
ノ
土
器
テ
掘
出
ン
マ
ン



月
豊
可

〇
馬
来
形
式
の
新
遺
物
獲
見

八

本

美

〓

螂

（略
）

明
治
十
七
年
の
春
會
員
、
大
塚
ス
兵
氏
は
書
を
友
人
鳥
居
龍
激
氏

に
寄
せ
て
同
地
方
に
一
の
新
遣
跡
を
稜
見
し
得
た
る
に
由
ウ
木
探

ぁ
，
た
し
て
の
赴
を
報
道
せ
ら
れ
鳳
、
因
て
氏
は
直
に
彼
地
に
出

張
し
て
賓
地
の
取
調
べ
に
後
事
せ
ら
れ
し
に
魯
す
所
の
土
器
は
員

環
も
の
‘
も
付
ず
、
ス
古
墳
物
と
も
付
か
ぎ
る
一
種
異
う
た
る
風

に
て
、
ニ
ク
其
傷
庭
は
従
本
類
例
を
見
ざ
る
堅
穴
様
の
も
の
な
れ

ど
Л
ξ
毯
決
定
し
難
く
其
偉
縮
京
す
る
と
‘
な
れ
ウ
、
営
疇
氏
は

予
等
‘
共
に
或
は
古
書
に
所
調
懇
ぶ
る
肺
な
ぞ
の
品
に
は
あ
ら
ざ

る
や
〓
て
語
う
合

へ
ど
も
別
に
確
乎
な
る
考
接
拌
ば
ず
し
て
止
み

ぬ
ｔ
勿
論
其
以
前
即
ち
十
六
年
頃
西
ケ
原
農
事
試
験
所
の
構
内
な

る
貞
濠
中
よ
う

一
種
の
土
器
出
で
し
が
右
は
暮
て
坪
井
氏
の
本
郷

向
ク
熙
な
る
爾
生
町
員
塚
よ
う
探
集
せ
し
上
器
の
成
も
の
に
似
た

れ
ば
爾
生
式
の
名
を
附
す
る
こ
そ
適
営
な
ら
め
と
て
途
に
此
名
科

を
用
ゅ
る
と
、
帰
れ
う
、
　
　
（略
）

○
壇
貧
土
器
に
就
て

大
　
野
　
雲
　
外

通
貧
土
器
の
種
類
、
及
び
此
類
の
分
布
、
井
び
に
関
係
事
項
出
戴

目
鎌
腱
既
に
第
百
九
十
統
に
掲
げ
て
置
き
験
し
た
が
、
是
よ
う
漸

次
思
ふ
所
と
記
し
ま
す
。
（或
る
熱
は
重
複
し
ま
す
が
必
要
上
再
配

し
１
す
。
）

一
鉢
此
類
の
土
器
の
學
術
界
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
坪
井
理
科
大
學

教
授
が
明
治
二
十
二
年
四
月
東
洋
學
藝
雑
誌
第
九
十

一
鋭
に

「
帝

回
大
學
隣
地
に
員
塚
の
眼
跡
あ
う
」
と
題
す
る
文
中
に
記
さ
れ
た

の
が
初
ユ
う
で
有
ウ
資
す
。
（
第
百
九
十
現
思
末
樹
１
．）英
後
二
十

六
年
頃
西
夕
原
農
事
試
験
所
構
内
な
る
貝
塚
よ
う
螢
見
せ
ら
れ
し

三
箇
の
上
器
は
正
し
く
義
に
館
生
町
員
塚
よ
う
費
見
の
土
器
と
類

似
の
も
の
に
て
一
種
異
機
な
れ
ば
之
を
呼
ぶ
名
和
に
困
却
じ
数
室

に
於
て
評
議
の
結
果
町
名
を
探
っ
て
爾
生
式
土
器
の
般
名
を
下
し

た
る
次
第
て
有
う
ま
す
。
　

（略
）

北
饉
薇
導
聾
ケ
暉
極
♯
氣
参
折
内

＾
慕

一
■
三
十
ご

八木美二郎 1898「馬来形式の新遺物発見」
膨に京人類學會会維割 145号,pp.27卜 278

鳥居龍蔵 1925『武蔵野及其有史以前』

(磯辺甲陽堂)|■見える

「北豊島郡西ヶ原農事試験所内」の土器

大野雲外 1∞2「埴食土器について」
『東京人類學會会雑誌』192号,pp.23鉾244

三
個
之
内

武
蔵
国
北
豊
島
郡

西
ヶ
原
村
農
事
試
験

場
構
内
之
出

１
　
・　
●
一
・
■
一

「西ヶ原農事試験場構内」発見の土器と墨書

「弥生式土器」命名の契機となった土器

ふ
■

・　
．ｔ
ｉ

づ
…

■
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西ケ原

にっぽ
°
り 日暮里 東京府北豊島郡の回村,回

町。

明22_5.1.北豊島郡日暮里村国・谷中本村・金杉村
国が合併 し村制施行。大2.7■ (11).単独町制施
行。昭3.9■ .北豊島郡三河島町と国境界変更。昭
7.10.1.東京市に編入(荒川区設置),消滅。口東京
都荒川区。      _
市町埜名変

遷辞典 _東 京 堂 出 版
1990年 9月 10日  初版E晰」

田端西

駒込一丁目

新坂

向ケ岡弥生町

伝通院
六 天

⑩蒔田が発掘した場所
蒔田は、新坂を除く少なくとも 6遺跡の類例を比較検討できた。
とくに蒔田邸の現・駒込―丁目遺跡と田端村道灌山は自ら発掘し
て出土状態まで観察したうえで弥生式土器の研究を進めた。
なお、現在の道灌山遺跡は当時日暮里村なので、蒔田の田端村道
灌山は現・田端西台通遺跡にあたる。

下谷区

:::1調 |1卜
2225明 30二修
5明 13測図

明20.3.26
明24.6.27

明30.330
明20.3.26

蒔田が扱つた主な弥生式土器出土遺跡

公 寿
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シ
テ
何
地
モ
同
ジ
様
ナ
ン

ド
ｍ
一■
羽
一闘
一側
一里
硼
一月
一門
出̈
一
露

ハ
／
ヽ
錐
形
チ
呈
ス
″
異
様
ナ
χ

穴
ノ
一
ナ
ラ
ズ
ニ
個
迄
モ
存
在
ン
其
ノ
土
質
ノ
興
化
ョ
，
見
／
モ

央
シ
テ
近
世
ノ
モ
′
ニ
ァ
ラ
ズ
予
ハ
未
ダ
土
器
テ
獲
見
セ
サ
ヽ
″

モ
此
´
穴
ノ
用
途
二
就
テ
ノ
研
究
ハ
必
要
ナ
ラ
ブ
ト
察
ス
″
ナ
ツ

左

二
一
部
テ
示
シ
参
考

二
供
ス
（第
二
圃
）

圃
中
ノ
甲
及
乙
ハ
通
常
稜
見
ス
″
爾
生
式

ノ
包
合
地
ニ
ン
テ
丙
モ

ヌ
諸
所
二
見
受
″
所
ナ
ン
ド
モ
丁

ハ
未
ダ
引
例

ナ
ン

口
'

（
イ
、
口
、
）
一
吹
八
八

，
、
ハ
、
）
十

腿

（
イ
、
こ

五
駅
三

甲
（
ハ
）
ヨ
フ
乙
（
ホ
）
二
至

／
三
十

一
吹

（
ホ
、
へ
）
十

五
医
（
イ
、
卜
）
四
吹
二

乙
（
へ
）
ヨ
ツ
丙
（
チ
）
一
至

″
三
十
六
吹

（
チ
、
フ
）
三
駅
六
（
イ
ヽ
ヌ
）
四
吹

丙
（
フ
）
ヨ
，
Ｔ

（
／
）
こ
至

″
八

十
二
吹
七

（
／
、
オ
）
十

四
駅
（
イ
、
フ
）
十
二
駅

（
力
、
チ
）
二
吹

爾
生
式
土
器
ノ
散
布
範
園
ハ
最
ト
モ
廣
タ

ン
テ
石
世
期
遺
物
卜
滉
ジ
往
を
諸
地
方
ヨ

，
稜

見

サ

″

ヽ
ト

イ

ヘ
ド

モ
未

ダ
爾

生
式

ノ
何

夕
／

テ
知

″

モ

ノ
少

テ
タ

ン

バ
従

テ

碓

夕
″
所

在

チ
知

″

二
因

ナ

ク
漸

ク

ニ
予

ノ
近

傍

一一
取

調

得

夕

″
地

名

ハ
左

ノ
如

ン

一
ｏ
〓爾
生
式
堅
穴
よ
ウ
石
器
の
稜
見
。
去
月
烏
居
氏
予
が
家
を
訪

ひ
談
偶
●
爾
生
式
に
及
び
同
行
し
て
町
悧
鞘
制
綺
Щ
に
至
ウ
堅
穴
を

輸
す
る
に
底
部
に
一
小
石
あ
ウ
探
ウ
て
見
る
に
人
工
を
加
ヽ
た
ろ

も
の
ヽ
如
く
な
れ
ば
持
蹄
ウ
て
洗
ひ
た
る
に
果
し
て
石
鎗
に
類
す

る
石
器
な
ウ
（に
固
）是
れ
費
に
爾
生
式
堅
穴
よ
う
石
器
を
出
し
た

る
の
嘱
矢
に
し
て
橋
生
式
使
用
人
種
は
猶
は
石
器
時
代
に
あ
０
し

力、
暫
く
後
の
稜
見
を
待
っ
（蒔
田
鎗
次
郎
）

(た )

断

面

ノ

ト

ス

一（第

一
圏
Ｘ
甲
）
北
豊
島
郡
二
十
條
村
所
出

一（丙
）
・全
瑯
田
端
村
所
出

③

（
乙
）
出
所
全
前

・第団

___■東 ィ

カヽ■」
マ

但
シ
△
印

ハ
穴
ア
／
モ
ノ

東
京
市
小
石
川
Ｅ
諏
訪
町
北
野
耐
識

△
全
く
石
川
隠
表
町
修
通
院

東
京
市
小
石
川
匡
指
夕
谷
町

全
　
　
本
郷
匠
向
夕
岡

北
豊
島
郡
具
鴨
阿
染
井

金
　
　
　
上
中
里
村

全
　
　
　
西
夕
原
村

△
全
　
　
　
王
子
村

全
　
　
　
赤
物
村

　

・

全
　
　
　
小
豆
澤
村

全
　
　
　
中
台
村

全
　
　
　
西
台
村

全
　
　
　
下
落
合
村

△
全
下
谷
Ｅ
谷
中
具
鳴
町

今
北
豊
島
郡
上
駒
込

△
金
　
　
　
田
端
村

全
Ｔ
中
里
村

全
瀧
ノ
川
村

△
全
　
　
　
二
十
億
村

全

　

　

袋
村

全
　
　
　
志
村

全
　
　
　
前
野
村

全
　
　
　
池
袋
村

全

　

　

高
田
村

(『人類学会雑誌』138,1897年 )

「道灌山」など北区界隈の発掘

(『人類学会雑誌』150,1898年 )
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○
爾
生
式
土
器
と
共
に
具
を
稜
見
せ
し
事

に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
蒔

田

鎗

次

郎

府
下
豊
島
郡
田
端
の
道
灌
山
に
穴
の
あ
る
こ
と
及
び
其
よ
う
爾
生

式
土
器
を
出
す
こ
と
は
既
に
第
百
三
十
八
琥
の
本
誌
に
掲
げ
て
置

た
が
此
は
糊
劇
劉
岬コ
劃
「ａ
「瑚
ｄ
闇珊
馴
以
一り
瑚̈
翻
馴̈
則
［町
露
は
れ
た
の

で
か
ヽ
る
場
合
が
無
け
れ
ば
此
の
調
査
は
賞
に
困
難
で
あ
る
の
だ

此
の
稜
見
は
今
よ
う
丁
度
五
夕
年
程
以
前
の
事
で
比
の
間
に
は
随

分
所
々
か
ら
土
器
の
稜
見
等
も
有
つ
た
が
穴
の
研
究
は
一
向
に
進

Ｒ
な
い
の
は
つ
よ
う
調
査
か
出
来
悪
く
あ
る
の
故
だ
道
灌
山
は
豊

鳳
劉
「̈
潮
■̈
Ш
硼
．囃
．劇
一ｄ
悧
劇
一̈
Ч́
一年
や
再
び
調
査
す
る
の
機
會
を
得

た
の
は
賓
に
喜
ば
し
き
事
で
あ
る
し
か
も
表
題
の
如
さ
事
賓
の
疑

見
さ
れ
て
予
は
坪
井
先
生
の
命
を
受
け
日
本
鐵
道
會
祗
は
之
に
向

て
使
宜
を
典
へ
ら
れ
た
の
て
充
分
満
足
な
る
調
査
を
途
げ
た
の
で

あ
る
場
所
は
田
端
停
車
場
な
去
る
北

ヽ
僅
か
に
二
三
町
、
以
前
に
堀
去

ら
れ
た
庭
よ
ヶ
績
い
て
西
南
ヽ
向
て
道
灌
山
を
横
に
最
早
三
分
の

」
程
堀
嘱
れ
刻
洲
冽
劇
剣
引
其
の
切
ウ
ロ
に
は
例
の
堅
穴
的
の
穴
が

大
小
幾
つ
と
な
く
酸
見
さ
れ
た
此
の
穴
の
内
に
は
長
い
の
が
あ
う

短
か
い
の
が
あ
ウ
深
い
の
が
あ
ウ
浅
い
の
が
あ
う
角
の
も
あ
れ
ば

又
回
の
ヽ
あ
る
な
ぜ
続
々
な
形
に
依
て
露
れ
て
居
る
丁
度
比
の
報

告
を
す
る
迄
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
絶
へ
ず
堀
ら

れ
て
あ
る
の
だ
か
ら
殖
ヽ
も
す
れ
ば
叉
成
る
事
も
あ
る

（
直幅）

先
う
今
迄
に
職
几
さ
れ
た
穴
の
種
類
は
こ
ん
な
物
で
比
等
の
穴
が

こ
の
丘
上
丈
け
で
ヽ
幾
十
百
あ
る
か
其
は
賓
に
驚
く
ば
か
う
存
在

す

・る
に
違
ひ
な
い
此
の
穴
を
以
て
或
る
儀
式
の
飛
に
造
ら
れ
土
器

を
埋
た
如
く
考

ヽ
ら
る
、
諸
氏
が
多
い
様
で
あ
る
が
故
意
に
埋
た

如
く
思
は
れ
る
¨
二
の
穴
ヽ
有
る
が
多
く
は
自
然
に
埋
た
事
は
地

居
に
山
て
明
に
分
て
を
ろ（」〉）

道
灌
山
癸
見

爾
生
式
土
器

一
　

　

　

ヽ
　

ヽ

´

一↑

ユ
不
十
上
Ｌ

ホ

イ
．
一

２

其
で
此
の
澤
山
に
稜
見
さ
れ
る
穴
が
此
の
員
に
関
係
あ
る
と
せ
ば

如
何
に
考

ヽ
ら
れ
る
か
勿
論
絶
括
し
て
言
ふ
こ
と
は
出
来
よ
い
其

は
土
器
を
造
つ
た
場
所
も
あ
ら
う
し
墳
墓
と
し
て
埋
た
場
所
も
あ

ら
う
ス
住
ん
だ
場
所
ヽ
有
る
に
相
違
な
い
随
分
大
な
る
穴
も
有
れ

ば
前
日
の
如
く
甲
よ
ウ
乙

ヽ
績
い
た
穴
も
あ
る
今
侵
う
に
之
を
住

居
と
見
徹
し
て
貝
を
食
し
た
と
す
れ
ば
石
器
時
代
の
間
係
に
於
て

最
も
貝
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
目
■
ｄ
ぼ
今
に
諸
氏
の
不
審
と
せ

ら
る
ヽ
引
国
洲
貝
塚
が
あ
る
予
は
弼
生
式
が
若
し
此
の
貝
塚
に
連

絡
が
有
ウ
は
し
ま
い
か
と
は
既
に
以
前
か
ら
の
考

ヽ
で
中
里
貝
塚

が
石
器
時
代
の
も
の
で
あ
る
な
れ
ば
員
の
量
に
比
し
て
遺
物
の
少

き
事
だ
英
も
永
住
し
た
と
す
れ
ば
差
支
ヽ
な
か
ら
う
が

一
向
に
土

器
の
成
片
の
無
い
の
が
ス
ネ
審
の
一
で
あ
る

〔じ
「道灌山」の発掘が本格化 :

蒔田鎗次郎 1902「弥生式土器と共に員を発見せし事」
|『

東京人類学会雑誌』192

イ



ヽ
く
Ｊ

′
ヽ
ｒ
ヽ

英
ガ
私
′
邸
内

二
於
テ
套
見
′
器
物
、
位
置

及
僣

料

ト

ン
フ
月
ヽ

タ
ル
ガ
如
夭
本
炭
片
′
出
ル
ニ
依
テ
考
ヘ
マ
ス
ル
ニ
殆
ン
、
石
世

理
′
住
居
，
如
ク
地
下
へ
少
ン
ク
堀
ソ
込
ミ
之
ン
ニ
建
物
チ
ナ
シ

テ
住
ｕ
タ
ル
モ
ノ
ヵ
左
二
（乙
国
）
二
三
′
例
，
奉
グ
マ
ス

（第
一
）
ハ
私
邸
内
′
選
跡
ニ
テ
北
方
ハ
念
二
南
へ
向
Ｌ
斜
面
二
造

ラ
ン
テ
居
，
マ
ス
八
第
二
）
＾
田
端
村
道
機
山
′
断
面
二
見
″
所

′
モ
ノ
デ
雨
方
共
二
急
二
掘
込
マ
ン
居
，
マ
ス
ガ
第
一
国
テ
（
イ
．

，
）
ヨ
ツ
切
断
ャ
パ
此
ノ
形
状
チ
得
ル
モ
′
卜
考
ヘ
ラ
ン
マ
ス

穴
ノ
大
サ
ハ
不
定
オ
ア
，
マ
ス
ガ
是
レ
＾
人
数
・ノ
多
少
二
由
ル
モ

ノ
カ
ス
現
在
′
掘
ツ
方
二
依
ル
モ
ノ
ン
未
グ
賞
見
浅
キ
故
比
例
チ

取
ル
●
ト
ガ
出
来

マ
●
′
婁
ガ
何
ン
モ
一
部
落
テ
ナ
ン
ラ
棲
息
セ

ル
モ
′
卜
思
シ
′
必
ズ
近
傍
二
二
三
ノ
穴
テ
駿
見
致
ン
マ
ス

爾
生
式
上
器
使
用
者

ハ
石
器
或
ハ
鉄
器
チ
使
用
ン
タ
ル
モ
′
二
相

違

ナ
カ

ル
バ
ス

モ
包
合
唇
ヨ
ツ
是
等
′
痕
跡
ダ
モ
獲
見
シ
能

ハ
ザ

ル
お
最
モ
遺
鷲
―
ス
ル
所
デ
ス
ス
就
部
以
前
二
用
ヽ
ク
ル
モ
ノ
ナ

ッ
ト
云
Ｌ
就
部
時
代
ヽ
モ
云
フ
説
ア
ン
に
求
グ
右
唇
中
ヨ
リ
＾
就

部
及
朝
鮮
上
器
′
破
片
ス
ラ
モ
得
ザ
″
所
，
え
マ
ス
ン
パ
或
ハ
屁

部

以

前

′

モ

′

カ

モ

知

ン
マ
セ
ツ
然
ン
ト
是
ン
ハ
暫
ク
疑
問
二
附

~寧
シ

マ

ス

乙

一画

私
邸
内

ノ
遺
跡

田
端
村
適
灌
山

三

子
村
亀
山

Ａ
ｖ
Ｏ
ｖ
う
０田蒔１υ

なて得をｎ“』
力
´
口民
■
■

二
Ａまカう伴カらヽちど器鉄／器石

「二尺三寸」

二 第

一一一 永

脩 6 束

根拠を示して堅穴を住居とし,

,こ

,ヒ

ぬ

＼

「破片 トナリ

甲 盆
が‐リテ存ス
=仰倒ンテ出ル」

場

儘警暑さ)五 十度程ノ傾斜

塵

.五

|

|

|三

、
一

轟
「破り11ヽ ナ リ出ル:

三̈
尺
五
■
」

六
ム
寸

塵

、■
―

捨及

ノ

嘘

雛
一
五

第

第 三尺」

捨

七

p七場

'一
尺五寸」 「II度程 ソ傾斜 j 「二 |― 五度程ノ

′、鼻斜 .

m

蒔田 1896の記録から土器群の出上位置が復元できる (宮川 2007/スケール加筆)

―

_サ

有

―

‐
４

瓶
形
ｔ
器
（
平
成
）

同
　
　
　
（九
底
）

同
　
釜
付
（
甲
爾
）

杯
形
肇
付
（
乙
種
）

皿

　

　

（
季
虜
）

同
　
　
　
（
九
底
）

爾
生
式有有有有有

古
墳
時
代有有有有

苅
榛
に
三
者
の
間
に
は
不
底
九
底
の
歴
別
な
く
褻
見
さ
れ
る
け
れ

ど
石
器
時
代
及
爾
生
式
に
は
古
墳
よ
う
多
く
の
不
底
の
有
る
こ
と

は
事
責
に
て
九
虜
は
極
く
少
な
い
然
じ
古
墳
に
は
Ｔ
度
反
豊
に
九

底
の
も
の
が
大
部
分
を
し
め
て
を
る
。

故
に
蔵
の
形
式
か
ら
云
へ
ば
無
論
爾
生
式
は
苦
憤
よ
り
石
器
時
代

の
方
に
多
く
関
係
の
あ
る
諄
だ
が
■
■

部
な
る
高
杯
形
の
底
部
は

何
ム
か
と
云
ふ
に
之
は
古
墳
時
代
に
も
関
係
あ
れ
ば
又
石
器
時
代

に
も
聞
係
が
あ
る
故
に
爾
生
式
は
丁
度
両
方
を
連
絡
す
る
中
間
物

と
云
ふ
て
宜
し
い
之
は
形
式
の
み
で
な
く
棋
機
の
驚
に
於
て
も
三

角
棋
様
等
は
古
墳
に
類
し
席
紋
の
如
き
は
石
器
時
代
に
類
す
る
。

ス
醐
生
式
の
内
に
漏
斗
の
如
く
底
部
に
孔
の
有
る
も
の
が
あ
る
石

器
時
代
に
は
此
の
類
品
が
あ
れ
ど
未
だ
古
墳
に
は
見
な
い
様
に
思

ふ
斯
様
に
三
者
の
開
係
を
賓
際
に
於
て
認
め
ら
れ
る
が
石
器
時
代

土
器
と
蒲
生
式
古
墳
土
器
な
ど
と
は
懸
隔
が
あ
つ
て
連
絡
は
付
か

ｎ
様
に
思
へ
る
が
偶
然
の
一
致
か
見
習
っ
た
か
は
僣
書
て
正
三
の

・例
を
基
げ
て
見
れ
ば

″
永
培
ヘ
ニ
丞

称
生
へ
上
ふ

石
器
時

有 | イメ 代

〒電rf=フ
tノ ヽノ
弥生式上器を石器時代 (縄文)・ 古墳時代土器と比較して中間と判断 (蒔田1904)
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層位別出土 (八木 1906-07)
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鍵

谷

薇

三

耶

が
い
た
か
が
朴
妙
肝
腔
が
ｒ
Ｆ
ｒ
だ
が
ｒ
が
難
ｒ
ｒ
な
↑
”
が

ど
ご
Ｏ
Ｆ
だ
瀞
が
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
だ
（〓
〓
ヨ
】８
・８
■
・ヨ３
゛
・Ｆ
）

が
な
ぃ
だ
ゞ
が
ず
が
ど
と
す
で
に
菱
表
い
た
し
ま
し
た
が
、
コ

て
其
他
の
地
方
の
も
の
は
如
何
と
云
ス
に
，
是
等
も
ま
た
大
和
と

・
同
じ
く
殆
ん
ど
固
有
日
本
人
鷹
先
の
有
真
以
前
の
選

跡
で
あ

つ

す
ぃ
ぶ
ゲ

，
貯
ｒ
ｒ
だ
絆
の，
ぉ
ｒ
ど
だ
Ｆ
Ｐ
絆
い
。

（中
略
）

・石
庖
丁
ヽ
中
●
多
い
、
之
に
比
し
て
石
斧
は
極
め
て
少
な
い
、

石
庖
Ｔ
は
固
有
日
本
人
石
器
時
代
遺
跡
に
作
な
ス
も
の
で
，
道
は

軍
に
磯
内
“
と
ヽ
ま
ら
ず
位
で
も
左
様
ゼ
あ
，
，
す
、
加
之
．
此

薦
の
石
疱
Ｔ
の
形
式
は
朝
鮮
ｔ
浦
洲
の
物
と
よ
く
似
で
居
る
ｔ
殊

に
朝
鮮
、
需
洲
の
石
器
時
代
遺
跡
に
は
石
疱
丁
其
作
，
掛
の
物
ゝ

共
破
片
は
豊
富
で
あ
る
．

・

石
斧
は
小
数
な
が
ら
ヽ
磨
製
が
主
で
。
之
れ
に
蛤
刃
と
片
刃
と

の
二
嶺
類
が
あ
る
、
簡
ほ
一
種
特
有
な
饉
ｇ
ヮ
脅
山
片
工
の
石
斧

が
あ
る
、
這
は
大
和
河
内
に
も
あ
れ
ば
。近
江
か
ら
も
石
卸
（
京
都

大
學
所
蔵
）
と
共
に
出
て
居
る
、
斯
く
の
如
Ｄ
形
式
の
石
斧
は
朝

．鮮
の
石
幕
時
代
に
特
有
の
も
の
て
、
南
部
に
於
て
は
慶
州
附
近
が

最
も
多
い
。最
等
は
何
等
か
互
に
開
係
が
あ
●
様
に
思
は
れ
ま
す
。

（｛〓
峰
）
　
　
　
　
　
所
調
調
生
式
土
器
の

名
稀
あ
る
固
有
日
本
人
の
物
で
、
畿
内
地
方
は
殆
ん
ど
こ
の
種
の

も
の
で
あ
る
、面
し
て
土
器
の
形
式
は
す
べ
て
共
通
を
有
し
、管
時

互
に
交
通
従
来
し
て
居
つ
た
事
が
知
れ
會
す
、
　

（｛〒
略
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朝
鮮
各
地
曇
見
扶
入
石
斧
集
成
田

・
是
等
つ
土
器
は
朝
書
や
浦
洲
．
滑
海
州
、
凍
夜
古
の
石
幕
時

代
の
上
器
と
よ
く
類
似
し
て
居
つ
て
，
共
形
状
、紋
様
、把
手
な
ゼ

は
殆
ん
ど
壷
く
同
じ
て
お
３
ま
す
。
是
等
の
類
似
と
云
ス
も
の
は

決
し
て
個
然
の
一
致
と
は
思
は
■
な
い
、
こ
の
間
に
は
面
■
い
人

薇
學
上
の
謎
が
含
ま
れ
て
居
る
と
思
‘
ま
す
。
私
は
た

の
鍵

は

畿
内
の
固
有
日
本
人
の
遺
跡
遺
物
は
東
北
方
亜
細
亜
扶
陵
と
深
い

．開
係
が
存
在
し
て
層
る
り
と
考
え
哉
す
、
道
は
軍
に
土
器
の
類
似

の
み
な
ら
ず
、
石
器
の
共
れ
に
於
て
も
又
同

一
の
事
賞
を
示
し
て

居
０
女
す
、
私
は
日
本
の
周
回
の
大
陸
や
崎
嶼
の
石
器
時
代
遺
物

に
注
意
し
調
査
し
て
居
Ｌ
ま
す
が
、
未
だ
こ
の
東
北
方
亜
細
亜
大

陸
の
場
ほ
ど
よ
く
似
た
の
を
他
で
知
る
事
は
出
泰
ま
せ
ん
．
籠
し

て
斯
く
の
如
３
固
有
日
本
人
の
選
跡
は
た
ヽ
に
畿
内
ば
か
ら
で
無

く
中
目
に
も
九
州
に
ヽ
関
東
に
も
皮
く
存
在
し
て
居
ウ
雙
す
か
ら

、
是
等
の
遺
跡
は
先
史
考
古
學
や
人
種
學
上
か
ら
申
せ
ば
、
日
本

本
島
か
ら
登
岐
、封
島
．朝
鮮
の
多
島
海
の
諸
島
嶼
を
組
過
し
大
睦

に
連
絡
し
て
居
る
と
中
し
て
よ
ス
し
い
、
私
は
彼
等
は
も
と
大
陸

か
Ъ
移
住
し
て
来
た
も
の
で
あ
ｔ
，

‥と
考
セ
層
，
■

‐す
．」
沖
略
一

面
■
日
本
人
は
最
も
苦
い
時
、
石
轟
時
代
の
時
か
ら
畿
内
に
住

ま
っ
ｒ
居
っ
た
、
共
毎
の
日
は
菫
細
大
饉
ト
ー
．朝
麟
牛
島
で
あ
つ

た
で
あ
ら
，
―

′ヽ
の
理
由
で
私
は
古
い
古
い
昔
は
日
本
本
島
も
朝

麟
キ
島
も
人
観
奉
的
に
績
い
て
居
つ
た
も
の
と
思
ム
。
彼
の
神
話

げ
や
ｒ
ｒ
ゲ
ザ
・
絆
絆
響
が
ど
が
熟
ｒ
Ｆ
Ｆ
ｒ
ゲ
・ｒ
〃
ｒ
ｒ
霜
げ

代
か
ら
の
引
織
き
で
あ
，
ま
す
、
さ
れ
ば
畿
内
人
中
目
．
九
州
共

他
も
）
の
石
器
時
代
の
研
究
は
ど
う
し
て
も
朝
鮮
の
石
器
時
代
の

共
れ
と
比
較
せ
ね
ば
な
０
會
せ
ん
、
衛
ほ
併
せ
て
滞
洲
滑
海
州
東

棄
童
の
も
の
と
ヽ
．

日
本
と
朝
鮮

（”
ほ
濡
洲
人
．
ツ
ン
グ
‥
＾
、豪
古
人
等
）
と
の

議
係
は
人
純
學
、
言
語
學
上
等
よ
う
見
て
も
よ
く
類
似
し
て
居
，

■
す
，
こ

の
事
に
就
て
は
す
で
に
内
外
先
輩
の
認
む
る
所
ご
あ
う

資
す
が
、
２
に
加
ふ
る
に
■
に
考
古
學
■
の
證
明
が
出
来
■
す
か

ら
。　
一
層
こ
の
意
見
は
墜
回
の
も
の
と
な
つ
て
参
ウ
竣
し
た
．

之
れ
，
で
日
鮮
の
開
係
は
紳
話
時
代
か
ら
設
か
れ
ｔ
し
た
が
、

私
は
神
話
神
代
ょ
う
１
ず
つ
と
前
の
石
器
時
代
か
ら
始
ｔ
つ
て
居

・

る
と
考
え
力
一
．
し
か
も
こ
の
開
係
は
二
に
交
通
住
木
貿
易
等
の

実
れ
で
な
く
。
事
ろ
人
絆
學
的
の
開
係
を
有
し
て
居
う
ま
す
。
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弥生式土器に石器が伴う健谷lⅨЮ)

弥生式に伴う「挟入石斧」が

朝鮮半島にも(梅原末治1922)

鳥居龍蔵の「固有日本人」説 :鳥居龍蔵1917磯内の石器時代に就て」『人類学雑謝132-9

石器の特徴から弥生式土器使用者=渡来人説が主張される
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